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【要約】 

近年，牛白血病の発生数が増加傾向にある影響から，牛白血病ウイルスに感染

していない牛の需要が高まっている。そこで牛白血病ウイルスに感染していな

いということが，金額に換算してどれだけの価値があるかを把握することを目

的に全国でアンケートによる意識調査を行った。本調査は 25 都道府県の養牛農

家を対象に実施した。回収したアンケート票は合計で 1,555 通，未記入または

誤記入を除いた有効回答数は 1,002 通であった。有効回答数のうち 60％以上の

回答者は，牛白血病ウイルスに感染していない牛に対して付加価値を感じてお

り，その支払意思額は中央値で１万～3万円だった。 

 

 

【背景】 

我が国の畜産・酪農経営は，高齢化

や離農の増加による生産基盤の縮小

に歯止めがかからず，子牛価格の高騰

による肥育経営の悪化や，国内乳製品

需給のひっ迫のため乳製品の追加輸

入を余儀なくされるなど，過去例のな

い危機的な状況となっている。肉用牛

繁殖経営では，戸数が年々減少するな

か，離農による子取り用めす牛の飼養

頭数の減少を規模拡大により補って

きたものの，平成 22 年度から子取り

用めす牛の頭数は継続して減少して

いる。その影響から子牛の取引価格が

高騰し，直近５年間で約２倍に増加し

た。また，子取り用めす牛の飼養頭数

の減少により子牛価格が高騰し，子牛

を素畜として購入する肥育経営の収

益性の悪化を招いている。これらの課

題に追い打ちをかけるように，我が国

における牛白血病（EBL）の感染拡大は

増加の一途を辿っている。EBL は牛白

血病ウイルス（BLV: Bovine Leukemia 

Virus）の感染を原因とし，リンパ球の



異常増加や全身性のリンパ腫を主徴

とする疾病である。BLV に感染すると

感染牛の約 70％は無症状のまま一生

を終えるが，約 30％が持続性リンパ球

増 多 症 （ PL: Persistent 

Lymphocytosis），1～5％が B細胞リン

パ肉腫を発症する。本疾病に対するワ

クチンや治療法はなく，一度 BLV が感

染したら生涯にわたって感染が持続

する。EBL の発生件数は年々増加傾向

にあり，過去９年間で約３倍に増加し

たそのため，生産者は BLV に感染して

いない健康な牛（健康牛）を求めるよ

うになり，健康牛の需要が増加してい

る。宮崎県内の一部の家畜市場では，

感染の拡大を防ぐ目的で，BLVのELISA

検査で陰性が確認された牛のみを出

品している。その結果，BLV 陰性牛が，

通常価格より高値で取引される傾向

にあることがわかった。これは，EBL 発

症のリスクが，畜産業をとりまく環境

に大きな変化を与え，これまで当たり

前と考えられていた「健康」に特別な

価値が生まれたことを示唆している。

この価値を明らかにすれば，生産者の

疾病制御に対する意識の向上が期待

できるだけでなく，農畜産分野におけ

るビジネスモデルや経営そのものを

変革する潜在的価値を提案できるも

のと考える。そこで本研究は，仮想市

場法（CVM: Contingent Valuation 

Method）を用いて BLV 非感染牛の持つ

付加価値を定量することを目的とす

る。CVM とは，不可視の存在である想

像や概念的な財に対して，貨幣的な価

値を直接聞きだす方法として用いら

れる。仮想の市場におけるシナリオを

用い，回答者の支払意思をアンケート

調査などで直接聞きだし，それらを基

に貨幣価値を評価する方法である。 

 

【材料と方法】 

１．研究デザイン 

健康という付加価値を貨幣換算す

ることを目的に，「健康牛が取引され

ている家畜市場」を想定した質問票を

作成した。その上で，「健康牛に対して

通常価格より上乗せして支払っても

よい金額（以下「支払意志額」という。）」

を質問し，具体的な金額を回答しても

らう。また，支払意志額を問う内容に

加え，支払意志額を規定する要因を探

索する目的で，EBL に対する危機意識

や農場規模，農場経営の経験年数など，

生産者の心理的要因や農場の環境要

因に関する質問を盛り込んだ（表１）。 

 

 

 

 

 



 

質問 回答 

あなたは、牛白血病という病気を知っていますか？ はい/いいえ/このアンケートで初めて聞いた 

あなたの農場で、牛白血病ウイルス感染の検査をし

たことはありますか？ 

はい/いいえ 

牛白血病ウイルス感染の検査を実施したことがあ

る方にお聞きします。 

“陽性（感染している）”という結果の牛が出たこ

とはありますか？ 

はい/いいえ 

あなたの農場で、過去に“牛白血病を発症した牛”

が出たことはありますか？ 

「はい」の方は頭数もお答えください。 

はい/いいえ       計（     ）頭 

あなたは、牛白血病についてどのようにお考えです

か？ 

• とても深刻な病気で、すぐにでも解決に乗り出

すべき問題だと思う。 

• 深刻な病気だとは思うが、今すぐに解決すべき

問題だとは思わない。 

• それほど深刻な病気ではないが、いつかは解決

すべき問題だと思う。 

• 全く深刻な病気ではないので、特に対応する必

要はないと思う。 

あなたの農場では、牛白血病ウイルス感染を予防す

るための対策を行っていますか？ 

はい/いいえ 

対策を実施している方にお聞きします。対策の内容

を下記の選択肢からすべて選んでください。（複数

回答可） 

• 感染牛の隔離 

• 感染牛の淘汰 

• 牛を新しく購入する際、牛白血病ウイルスに感

染していない牛を選択する 

• 夏季に吸血昆虫（アブ、サシバエなど）の対策

をする 

• 感染牛の分娩後、その場を洗浄、消毒して血液

などが分娩場所に残らないようにする 

• 感染している母牛の初乳は直接与えない 

• 直腸検査用手袋を一頭ずつ交換する 

• 注射針を一頭ずつ交換する 

• 搾乳する順番に注意する 

• その他、上記にない対策をしている場合、その

内容をご記入ください 

対策を行っていない方にお聞きします。その理由を

下記の選択肢からすべて選んでください。（複数回

答可） 

• 牛白血病に関心がない 

• ウイルスに感染しても牛の価値は変わらない 

• 人手が足りない 

• コストがかかる 

• 感染している牛が多すぎる 

• 感染している牛がいない 

• 他に優先すべき物事がある 

表１．アンケート票 



• 以前は対策をしていたが効果が出なかった 

• 対策をしなくても利益が出る 

• 近隣の畜産農家でも対策をしていない 

• その他、上記以外理由がある場合、その内容を

ご記入ください 

あなたは兼業農家 ・ 専業農家のどちらですか？ ①専業  /  ②兼業 

あなたの経営形態は次のうちどれに当てはまりま

すか？ 

① 酪農 肉用牛生産（肉用種） 肉用牛生産（乳用

種） ⑧その他 

飼育している牛の内訳をお答えください。 【母牛】 

 ①経産   （      ）頭 

 ②未経産  （      ）頭 

【子牛】 

 ①メス   （      ）頭 

 ②オス   （      ）頭 

【肥育】 

 ①メス   （      ）頭 

 ②去勢オス （      ）頭 

あなたの年齢にあてはまるものを○で囲んでくだ

さい。 

20 代未満 / 20～29 / 30～39 / 40～49 / 50～

59 / 60～69 / 70～79 / 80 代以上 

あなたの畜産農家としての経験年数は何年です

か？ 

（   ）年 

牛白血病ウイルスに感染していない牛を購入する

と仮定した場合、あなたは陰性証明書を持つ牛にい

くらまでなら追加して支払ってもいいと思います

か？追加してもいい金額をご記入ください。追加で

支払う価値はないと考える方は、０円とご記入くだ

さい。 

陰性証明書を持つ牛には（     ）円追加し

て払ってもよい 

 

牛白血病ウイルスに感染していない牛に、追加して

支払う価値があるとお考えの方にお聞きします。そ

の理由に該当するすべての項目を選んでください。

(複数回答可) 

• 牛白血病ウイルスの清浄化に取り組んでいる

から 

• 地域、近隣の畜産農家が牛白血病ウイルスの清

浄化に取り組んでいるから 

• 地域、近隣の畜産農家に迷惑をかけたくないか

ら 

• 牛白血病ウイルスに感染していない牛に子牛

を産ませたいから 

• 安心して飼育したいから 

• 健康な牛が欲しいから 

• その他、上記にない理由がある場合、その内容

をご記入ください 

あなたはこの一年間で通常一頭あたりいくらで子

牛・成牛を購入しますか？ 

購入したことがない、または購入する予定がない場

合は０円とご記入ください。 

（   ）円 



なお，質問の客観性を担保するため

に，質問票の作成・修正は３人以上で

行った。本調査では，支払意志額の仮

想的な概念を用いてシナリオに現在

我が国の主要な牛の購入形態である

家畜市場を使用した。仮想の家畜市場

において，BLV 感染を検査し陰性であ

った子牛には「陰性証明」を発行する

とし，陰性証明をもつ子牛と，陰性証

明を持たない感染の検査をしておら

ず陰性か陽性か不明な子牛の2頭が出

品されると設定した。本アンケートに

用いられた 2頭の子牛は，陰性証明の

有無以外の条件（種牛，飼料，体重，

健康状態など）はすべて同じであると

明記し，BLV に感染しているか否かの

み参考に牛の価値を回答者に比較さ

せるよう意図した。アンケート票の

CVM に関するシナリオの具体的な文言

は，以下のとおりである。「仮に，牛白

血病ウイルス感染の検査で，陰性であ

ることがあらかじめわかる陰性証明

書を持つ牛と，検査をしておらず陰性

証明書を持たない牛がいたとします。

なお，血統や体型，生産者などの他の

条件は同じものとします。牛白血病ウ

イルスに感染していない牛を購入す

ると仮定した場合，あなたは陰性証明

書を持つ牛にいくらまでなら追加し

て支払ってもいいと思いますか？追

加してもいい金額をご記入ください。

追加で支払う価値はないと思う方は，

0円とご記入ください。」CVM において

支払意思を問う方法には，任意の額を

回答させる自由回答方式，ある金額を

提示しその額を支払意思として受け

入れるか否かを問うセリのような付

値ゲーム方式，選択肢の中から回答者

に金額を選択させる支払カード方式，

金額を提示しそれを支払意思として

受け入れるか否か一度だけ問う二項

選択方式などがある。本稿では提示さ

れた金額に回答者が影響を受ける開

始点バイアスを避けるため自由回答

方式を援用した。日本で飼養されてい

る乳用牛にはホルスタインやジャー

ジー種，肉用牛には日本黒毛和種や日

本褐色和種など様々な牛種があるた

め，各生産者の飼養牛種を用いた仮想

市場の想定を考慮し支払意思の回答

欄を作成した。乳用牛・肉用牛それぞ

れメス子牛・オス子牛・メス成牛の合

計 6つの回答欄を設け，回答者に任意

の支払意思を記入させた。 

 

２．標本の抽出と本調査の実施 

 本調査を実施する目的で，アンケー

トの調査地域と解析に必要な回答数

を決定した。本研究では，地域性によ

る飼養形態の違いを考慮するために，

全国を母集団として標本調査を行っ

た。アンケートのサンプル数は，全国



および各都道府県の飼養戸数を母集

団とし，95％信頼区間による標本サイ

ズを算出した。その結果，解析に必要

なサンプル数は合計で384以上となっ

た。調査は仮想市場法を用い，全国の

肉用牛・乳用牛生産者を対象に，2017

年 6 月から 2018 年 6 月にかけて，全

国の養牛農家を対象に標本調査を行

った。47 都道府県の関係機関に調査協

力を依頼し，アンケート票の配布は多

段階無作為抽出法を用いて，日本全国

の肉用牛・乳用牛生産者の総戸数を母

集団とし，都道府県レベル（第一次単

位），生産者各戸レベル（第二次単位）

の 2段階抽出を行った。第一次単位は

47 全都道府県の公務員獣医師や農業

共済獣医師に本調査への協力の是非

を問い，協力が得られた都道府県を抽

出したものとした。第二次単位は，本

調査に参加した各都道府県の獣医師

に，生産者へ任意のアンケート調査実

施を依頼し抽出したものとした。 

 

３．データのクレンジング 

支払意思の最小値を100円に設定し

これを下回る支払意思は除外した。

100 円という金額は，陰性証明を発行

する手数料としてかかる最小の金額

を想定し用いた。また，支払意思の上

限を通常購入額と同額に設定した。ま

た，回答内容に記入漏れや誤記入が認

められたアンケート票は無効回答と

し，集計から除外した。 

 

 

表１．アンケート票の内容 

 

 

【結果】 

 異常値を含む回答や無回答，矛盾の

ある回答のデータを集計から外す作

業（データクレンジング）を行った結

果，集計・分析に用いることができる

有効回答数は 1,002 通であった。全回

答者の 96％が EBL という感染症を認

識していた（図１）。  

 

 

はい
96%

いいえ
2%

初めて聞いた
2%

図１．EBL に対する認知度 



 

BLVに対する検査は63％の農場が実施

したことがあり，そのうち 79％が感染

牛を所有していた（図２，３）。 

 

 

 

 

 

EBL を発症した農場は全体の 42％で，

発症頭数は複数頭（２頭以上）みられ

た農場が半数以上を占めた（図４）。

EBL に対する危機意識は最も高い「深

刻ですぐに解決すべき」との回答が最

も多く，「深刻だか今すぐ解決するほ

どではない」がそれに次ぐ回答数であ

った（図５）。危機意識と年齢との関係

をクロス集計表でみると，全体に年齢

が高くなるほど，EBL に対する深刻さ

が低下する傾向にあった（図６）。EBL

に対する防疫対策の実施率は 57％で，

危機意識が高いほど実施は高い傾向

にあった（図７，８）。防疫対策を実施

している農場の多くは共通して「直腸

検査用手袋を一頭ずつ交換する」，「注

射針を一頭ずつ交換する」，「夏季に吸

血昆虫の対策をする」を選択していた

（図９）。一方で対策を行わない農場

は「感染している牛がいない」ことや

「コストがかかる」こと，「他に優先す

べきことがある」などの理由をあげて

いた（図 10）。回答者の 86％は専業農

家であった（図 11）。経営形態は酪農

経営が 497 農場，肉用牛生産が 433 農

場，残りがその他に分類された（図 12）。

各経営形態における飼養頭数は表２

に示す通りである。 
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図２．検査の有無 

図３．感染牛の有無 
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図４．発症の有無（左）と発症頭数（右） 

図５．EBL に対する危機意識（図中の単位は回答数） 

図６．危機意識と年齢の関係 
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図７．防疫対策の有無 

図８．危機意識と対策の関係 

図９．防疫対策の内容（図中の単位は回答数） 
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図 10．防疫対策を行わない理由（図中の単位は回答数） 

図 11．専業・兼業の別 
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図 12．経営形態 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
⺟⽜ ⼦⽜ 肥育 

経産 未経産 メス オス メス 去勢オ
ス 

酪農 57 18 9 1 0 0 

⾁⽤⽣産 
（⾁⽤種） 

繁殖 27 4 8 7 0 0 
肥育 2 0 4 5 123 220 
⼀貫 40 9 11 16 91 63 

⾁⽤⽣産 
（乳⽤種） 

育成 20 4 42 4 0 4 
肥育 0 0 3 3 150 105 
⼀貫 44 9 13 10 27 71 

その他 73 19 18 11 22 27 

表２．飼養頭数 
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図 13．回答者の年齢分布 図 14．年齢分布と経験年数 



 

回答者の年齢と経験年数は図 13 と図

14 に示す通りである。BLV 非感染牛に

対して追加して支払う価値があると

回答したのは全体の 63％で，その支払

意思額の中央値は１万～３万円だっ

た（図 15，表３）。 

 

 

 

 

乳⽤種 育成⽜ 初妊⽜ 経産⽜ 
最⼤値 200,000 200,000 150,000 
中央値 10,000 10,000 10,000 
平均値 18,388 23,517 18,776 
最⼩値 500 500 500 

    
⾁⽤種 メス⼦⽜ 去勢⼦⽜ メス成⽜ 
最⼤値 500,000 255,000 500,000 
中央値 30,000 10,000 30,000 
平均値 42,533 26,579 41,569 
最⼩値 100 100 500 
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BLVの清浄化に取り組んでいるから

図 15．付加価値の有無 

表３．BLV 非感染牛の付加価値（表中の単位は円） 

図 16．付加価値を持つ理由（図中の数値は回答数） 



 

付加価値を感じる回答者の多くは「安

心して飼育したいから」，「健康な牛が

欲しいから」，「BLV に感染していない

牛に子牛を生ませたいから」という理

由をあげていた（図 16）。付加価値と

危機意識の関係をクロス集計表でみ

ると，危機意識が高くなるほど付加価

値を感じる傾向があることが明らか

となった（図 17）。牛の購入額に関し

ては表４に示す通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乳⽤種 育成⽜ 初妊⽜ 経産⽜ 
最⼤値 800,000 5,000,000 5,000,000 
中央値 300,000 800,000 450,000 
平均値 329,405 815,915 496,524 
最⼩値 50,000 50,000 50,000 

    
⾁⽤種 メス⼦⽜ 去勢⼦⽜ メス成⽜ 
最⼤値 3,000,000 1,000,000 1,750,000 
中央値 750,000 800,000 700,000 
平均値 750,216 679,968 737,266 
最⼩値 40,000 125,000 100,000 

図 17．付加価値と危機意識の関係 

表４．子牛・成牛の購入額（表中の単位は円） 
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【考察】 

 BLV 非感染牛に対して付加価値を意

識している回答者は全体の6割を超え，

その金銭的価値は１万～３万円であ

った。特に肉用牛生産において後継牛

の生産に用いるとされるメス牛は比

較的高い付加価値を示している。また，

危機意識が高い生産者ほど非感染牛

に付加価値を見出していた。支払意思

を持つ生産者の多くは，健康という

「安全性」と，精神的負担を軽減させ

る「安心」を求めていることが明らか

となった。宮崎県内の一部の家畜市場

では，感染の拡大を防ぐ目的で，BLV の

ELISA 検査で陰性が確認された牛のみ

を上場している。その結果， BLV 非感

染牛が通常価格より高値で取引され

ている傾向にあることがわかった。

「子牛価格の高騰」と「EBL 発症のリ

スク」という二重苦によって，安全で

安心な牛を購入したいという消費者

心理が働いたためである。すなわち，

BLV 非感染という「付加価値」が生ま

れたことに他ならない。組織的な EBL

対策によって，家畜市場に新たな経済

効果をもたらしたのである。 

多くのBLV感染牛は長期間臨床的に

無症状である。病態が進行すると，約

30％が持続性リンパ球増多症を示し，

数％が B 細胞性リンパ腫を発症する。

発症牛は元気消失，削痩などの症状を

示し，死の転帰をとる。また，と畜場

では発症個体は全部廃棄処分となる

ため，生産者にとって経済的損失が大

きい疾病である。一方で，BLV 感染症

は未発症でも生産性に影響を及ぼす

ことはあまり知られていない。1996 年，

Ott らはアメリカ農務省の米国動物衛

生モニタリングシステムを用いて，

1,006 酪農農場における BLV の感染率

と乳量の関係を分析した[1]。その結

果，農場内における BLV 感染率と乳量

の間には負の相関がみられ，感染率が

高い農場ほど乳量が低下することが

明らかとなった。感染牛の乳量は非感

染牛のそれに比べて 2.7％減少し，一

頭当たりの年間損失額は 59 ドルであ

った。これをマクロ経済的なレベルで

考えると，酪農産業全体における年間

の損失額は2億8,500万ドルに上ると

推定された。スウェーデンにおける

14,424 酪農農場を対象にした調査で

も同様の結果が得られており，BLV 感

染牛群における乳量は，非感染牛群の

それに比べて，2.5％減少することを

報告している[2]。カナダやイスラエ

ルで行われた調査では，BLV 感染症と

牛の生存期間との間に有意な関係性

があることを示している[3-4]。

Nekouei らは1998年から2003年にか



けて，カナダの乳用牛 4,052 頭（348

農場）を対象に調査を行った。その結

果，BLV 感染牛は非感染牛に比べて生

存期間が短く，早期に淘汰または死亡

することが明らかとなった。早期淘汰

（死亡）の理由は，乳量の低下や繁殖

成績の悪化，免疫力の低下による BLV

以外の感染症に罹患するためなどが

考えられている。この BLV 感染による

免疫機能の異常について，Konnai らの

研究グループは，BLV が宿主の免疫応

答を抑制していることを明らかにし

た[5-7]。EBL がもたらす経済的な損失

は大きく，国際獣疫事務局（OIE）のリ

スト疾病の一つにも指定されている。

清浄化によって生産性が回復し，収益

向上につながることは想像に難くな

い。また，貿易上の観点からも，国が

清浄性を獲得することは大きな経済

効果を生む。欧州では，EBL に対する

様々な取り組みが行われており，すで

に清浄化に成功した国もある[8-10]。

清浄化を達成した国あるいは清浄化

プログラムが進行中の国で共通して

言えることは，本疾病の制圧には地域

レベルの連携が必要不可欠であると

いうことである。 

子牛の取引価格は牛の血統や体格，

健康状態など，様々な条件に左右され

るため，単純に市場価格を比較するた

けでは健康牛の付加価値を測定する

ことは難しい。また，付加価値は財（有

形物）やサービス（用役）とは異なり，

それ自体の価格は存在しない。本研究

によって健康の付加価値を定量化で

きたことは，生産者の疾病制御に対す

る意識の向上が期待できる。競争力の

ある強い農業を実現させるためには，

特定疾病フリー動物がもたらす安全・

安心というブランド力を認識しなけ

ればならない。本研究の成果が BLV の

みならず他の疾病に対する対策，さら

に養豚・養鶏業界の収益力強化にも寄

与することが期待される。 
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